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どうぞよろしくお願いします！
修学院小学校の校長として３月末，定年退職をしました。子どもたちの「校長先生，やめんといて！」「校長先生，大好き～！」の言葉に「もう少し，子どもに関わりたい！」という思いが強くなりました。そしてこのたび，この上賀茂幼稚園に園長として着任させていただきました。これからも今までと同様「子どもたちのために」を信条に教職員一同力を合わせて教育を進めていきたいと思っています。
修学院小学校では，校長室だよりとして「紙飛行機」というお便りを発行していました。地域の方々にも読んでいただいていました。「校長先生，読んでるで～“紙風船”」ってよく言われました。そのたびに「紙飛行機です。」と訂正をするもののお読みいただいていたことに感謝していました。何度も「紙風船」と間違えられているうちに，「今度お便りを出すことがあるなら，名前は絶対に“紙風船”にしよう。」と思っていました。そしてそのチャンスがやってきました。

この「紙ふうせん」には，園長としての思いや子どもたちのこと，園のことなどをお伝えしてまいります。みんなの「夢」をふっと紙風船に吹き込んで，気球のように空高く飛んでいってほしい…そんな願いを込めて書き綴っていきたいと思います。ご愛読いただければ嬉しいです。
「くだらん」の「くだる」話
「今から，楽しいお話をします。しばらくの間，お付き合いください。」

「くだらん！くだらん！お前の話はいつもくだらん！」とまあそんなに怒らずに，ちょっと話を聞いてください。

　

ところで，「くだらん」とは，どんな言葉から生まれたのでしょうか？

　実は，「くだらん」は「下らない物」からきた言葉。では，「下らない物」があるなら「下る物」もあったはず。そうです，「下る物」は「下り物」と言われ，上方（関西方面）から江戸（東京）に入ってくる物のことなのです。特に，灘や伏見の酒は，水がよかったこともさることながら，江戸までの長い道中に樽の中で揺られ，ほどよいできばえで，江戸の人たちには大人気だったそうです。その「下り物」とは別に，江戸周辺で造られるお酒は「下らない物」と言われ，造られたらすぐに市場に出るため「下り物」に比べて味が悪かった。そこで，「下らない物」は「まずく，つまらない物」…「くだらん！」となったのです。（語源の日本史探検より抜粋）

　

このように「下り物」と言われるようになるには，長い道中（時間）が必要なのです。それは「教育」も同じことが言えます。「手を入れたらすぐに結果が出る」というものではなく，「下る者」を育てるには時間や手間暇がかかるものなのです。だから，声をかけ，見守り，ほめる…毎日こつこつと努力することが大切なのだと思います。

　どんな子どもになってほしいですか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　やさしい子ども・元気な子ども・進んであいさつする子ども・話をしっかり聞く子ども・友達のよさを見つける子ども・友達と仲良くする子ども・自分の思いが表現できる子ども・「もの」を大切にする子ども・ルールを守る子ども・粘り強くやり遂げようとする子ども・掃除をがんばる子ども・仲間と共に一生懸命に遊ぶ子ども・家の手伝いをする子ども」…などなど。

すべてのことができるようになってほしいと親ならそう思うのは当然のことです。しかし，じっくりゆっくり育てていきましょう。すぐにできるようになるものもあれば，時間がかかるものもあります。

こんな子どもになってほしいという目標や信念，こだわりは持ち続け，こつこつ時間をかけて子どもに関わっていくことが大切です。そうすればやがて，「下り物」ならぬ「下り者」が育つのではないかと思うのですが…。
「楽しさ」と「危険」とは背中合わせ
　右手に水の入ったじょうろを持ち，左手でしっかりとてすりを握って，すべり台の上まで上がろうとしている子どもがいました。両足をふんばりながら，左手だけで一歩一歩上っていきます。万が一のことを考え，すぐそばでその子どもの動きから目を離さずに見ていました。やっとてっぺんまで上りきった子どもは，持っていたじょうろの水を下へ流しました。
　次にどのようにして下りるのだろうかと見ていました。体を外向きにして，やはり右手にはじょうろをもち，そして左手一本で下りようとしました。非常に危険な状態です。しかし私は，万が一のための体勢をとりつつも手を出さずに彼女の様子を見ていました。一瞬，左足がすべり，鉄棒に尻餅をつきました。その時，彼女の顔は鬼の形相になりました。その後，慎重に体勢を立て直し，ゆっくり一歩ずつ階段を下り，無事に地面に足を着きました。左足太もも後ろの辺りをさすっていましたので，その辺りが少し痛かったのでしょう。それから彼女は，再びじょうろに水を入れ，花や砂場に水をまいていました。

「楽しさ」と「危険」とは，背中合わせです。きっと彼女は，この短時間に，筋力・体のバランス・恐怖感・やり遂げた成就感などを体と心で学んだと思います。しかし，一つ間違えば大変なことになります。すみれ組の子どもたちは，「物を持って上る」危険性をよく知っています。お互いに注意したり，教師からの投げかけで，楽しさと危険について気づかせていきたいと思います。
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